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奄
美
大
島
訪
問
に
同
行
し
た

比
嘉
正
詔
理
事
に
よ
る
、
同
行

記
で
す
。

　

宇
検
村
の
船
越
の
浜
に
あ
る
対
馬

丸
慰
霊
碑
へ
の
お
参
り
と
宇
検
村
へ

の
「
紙
芝
居
」
の
贈
呈
の
為
、
髙
良

政
勝
理
事
長
に
同
行
し
て
２
０
２
１

年
11
月
11
日
～
13
日
ま
で
奄
美
大
島

に
行
き
ま
し
た
。

　

１
９
４
４
年
8
月
22
日
、
九
州
に

向
か
っ
て
い
た
対
馬
丸
が
悪
石
島
沖

で
米
潜
水
艦
に
撃
沈
さ
れ
、
疎
開
学

童
約
７
８
０
人
を
含
む
１
４
８
０
人

余
り
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
り
ま
し

た
。
撃
沈
か
ら
お
よ
そ
1
週
間
後
、

奄
美
大
島
の
宇
検
村
・
大
和
村
等
の

海
岸
に
は
多
く
の
犠
牲
者
の
遺
体
と

わ
ず
か
な
生
存
者
が
漂
着
し
ま
し
た
。

奄
美
大
島
訪
問
記

　
　
　
　
　
理
事
　
比
嘉 

正
詔

宇
検
村
へ
完
成
し
た
紙
芝
居
を
贈
呈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
3
年
11
月
12
日

　
平
和
教
育
へ
役
立
て
も
ら
う
目
的
で
製
作
し
た
紙
芝
居

を
、
題
材
と
な
っ
て
い
る
宇
検
村
へ
報
告
、
贈
呈
で
同
村

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
元
山
村
長
並
び
に
植
田
副
村
長
と
面
談
、
紙
芝
居
を
贈

呈
し
、
あ
わ
せ
て
對
馬
丸
慰
霊
之
碑
へ
の
供
養
・
維
持
管

理
に
対
し
て
、
遺
族
を
代
表
し
て
お
礼
を
伝
え
て
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
こ
の
機
会
に
あ
わ
せ
て
同
島
の
奄
美
市
、
龍
郷

町
、
大
和
村
の
各
教
育
委
員
会
（
瀬
戸
内
町
は
先
方
日
程

の
都
合
で
断
念
）
も
訪
問
し
、
沖
縄
本
島
へ
の
修
学
旅
行

時
に
記
念
館
見
学
を
組
み
込
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

左から元山公知村長、髙良政勝理事長、植田稔副村長
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1
日
目
は
、
龍
郷
町
教
育
委
員
会
・

大
和
村
教
育
委
員
会
を
訪
問
し
ま
し
た

が
、
大
和
村
文
化
財
保
護
審
議
委
員
中

山
昭
二
さ
ん
に
案
内
し
て
頂
き
、
上
原

清
さ
ん
ら
生
存
者
の
救
出
の
模
様
を
伺

い
ま
し
た
。
上
原
清
さ
ん
は
今
里
集
落

近
く
の
海
岸
に
漂
着
し
ま
し
た
が
、
そ

こ
は
崖
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
崖

を
よ
じ
登
り
今
里
集
落
に
た
ど
り
着
い

た
そ
う
で
す
。
河
口
近
く
海
岸
で
大
の

字
に
寝
て
「
も
う
沈
ま
な
い
ね
！
！
」

と
言
っ
た
と
い
う
の
が
印
象
的
で
し

た
。

　

ま
た
当
時
、
海
岸
に
流
れ
付
い
た
遺

体
を
近
く
の
洞
窟
に
埋
め
た
そ
う
で
す

が
、
そ
の
洞
窟
は
県
道
工
事
の
為
も
う

埋
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
宇
検
村
へ
の
紙
芝
居
の

贈
呈
の
後
、
当
時
遺
体
の
埋
葬
に
関

わ
っ
た
大
島
安
徳
翁
（
94
）
に
も
自
宅

で
直
接
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
村
民
に

よ
る
懸
命
な
救
護
や
捜
索
活
動
、
そ
し

て
遺
体
の
埋
葬
に
あ
た
っ
て
は
、「
沖

縄
の
人
た
ち
は
、
遺
骨
を
大
事
に
す
る

か
ら
と
の
古
老
の
教
え
に
従
い
、
合
葬

に
し
な
い
で
一
体
ず
つ
埋
葬
し
ま
し

た
」
と
の
話
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
、
１
９
５
０
年
遺
族
団
に
よ

る
収
骨
が
行
わ
れ
１
０
５
柱
が
沖
縄
へ

帰
る
事
が
出
来
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

最
も
多
く
の
犠
牲
者
が
流
れ
着
い
た

宇
検
村
の
船
越
の
浜
に
２
０
１
７
年

3
月
人
口
２
０
０
０
人
足
ら
ず
の
宇

検
村
の
皆
さ
ん
が
厳
し
い
財
政
の
中
、

村
の
予
算
で
対
馬
丸
慰
霊
碑
を
建
立

し
ま
し
た
。
当
時
の
村
長
元
田
信
有

さ
ん
に
も
お
会
い
し
ま
し
た
が
、
奄

美
大
島
の
方
々
の
優
し
さ
に
心
を
打

た
れ
ま
し
た
。

　

古
来
日
本
に
は
、
人
間
は
死
ん
で

も
、
あ
る
期
間
は
生
も
な
く
死
で
も

な
い
世
界
に
い
る
と
い
う
考
え
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
う
い
う
期
間

を
、
つ
ま
り
故
人
に
対
す
る
悲
し
み

が
ま
だ
生
々
し
く
続
い
て
い
る
期
間

を
、
生
で
も
死
で
も
な
い
世
界
に
い

る
と
想
定
し
、
そ
れ
を
殯
（
も
が
り
）

の
期
間
と
し
た
そ
う
で
す
。

“
対つ
し
ま
ま
る

馬
丸
　

　
　
　
船ふ
の
し越
の
濵は
ま
に
　
殯
も
が
り
ぶ
え
笛
”

　

対
馬
丸
慰
霊
碑
の
建
立
へ
の
取
り

組
み
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
沖
縄
県

は
２
０
１
７
年
に
「
奄
美
沖
縄
平
和

交
流
事
業
」
を
立
ち
上
げ
奄
美
大
島

の
児
童
生
徒
の
交
流
が
２
０
１
９
年

ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で

一
時
的
に
中
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

２
０
１
７
年
に
行
わ
れ
た
船
越
の
對

馬
丸
慰
霊
之
碑
建
立
式
典
に
は
、
沖

縄
か
ら
浦
崎
副
知
事
、
髙
良
理
事

長
を
は
じ
め
多
く
の
遺
族
が
参
加
、

２
０
１
８
年
に
は
奄
美
大
島
の
方
々

へ
の
感
謝
の
為
、
翁
長
知
事
が
奄
美
大

島
を
訪
れ
ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み
が
、

点
か
ら
線
、
線
か
ら
面
へ
と
拡
が
る
事

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

奄
美
大
島
訪
問
報
告

　

昨
年
11
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
、
髙

良
政
勝
理
事
長
、
比
嘉
正
詔
理
事
、
枝

川
健
治
事
務
局
長
、
学
芸
員
2
名
奄
美

大
島
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

表
紙
頁
に
あ
る
よ
う
に
、
題
材
と

な
っ
た
宇
検
村
へ
の
紙
芝
居
贈
呈
の
機

会
に
、
同
島
の
龍
郷
町
、
大
和
村
、
奄

美
市
各
教
育
委
員
会
へ
の
表
敬
訪
問
も

あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　

三
日
間
共
に
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大

変
実
り
の
あ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

大
和
村
で
新
た
な
情
報

　

大
和
村
教
育
委
員
会
で
の
表
敬
訪
問

の
後
、
大
和
村
文
化
財
保
護
審
議
委
員

会
・
中
山
昭
二
さ
ん
か
ら
、
対
馬
丸
事

件
の
犠
牲
者
と
生
存
者
の
漂
流
地
点
を

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

案
内
の

中
で
、

犠
牲
者

の
ご
遺

体
を
埋

葬
し
た

洞
穴
の

付
近
を

教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
、
砂
浜
に
流

れ
着
い
た
４
体
の
ご
遺
体
を
現
地
の
方

が
発
見
。
埋
葬
し
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
腐
敗
が
激
し
い
た
め
近
く
の
洞
穴

に
一
時
的
に
安
置
。
し
か
し
、
終
戦
後

の
土
地
開
発
や
道
路
整
備
の
影
響
に
よ

り
、
洞
穴
は
塞
が
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う

で
す
。
現
在
、
洞
穴
の
場
所
は
中
山
さ

ん
や
地
元
の
方
々
に
言
い
伝
わ
れ
て
お

り
、
記
念
会
で
は
こ
の
４
体
を
早
々
に

収
集
す
べ
く
、
県
と
国
に
情
報
を
提
供

し
、
現
在
両
者
か
ら
の
返
答
を
待
っ
て

い
る
状
態
で
す
。

對
馬
丸
慰
霊
之
碑
建
立
の
想
い

　

宇
検
村
へ
の
紙
芝
居
贈
呈
後
、
同
村

に
お
住
ま
い
の
元
田
信
有
さ
ん
と
大
島

安
徳
さ
ん
に
対
馬
丸
慰
霊
の
碑
建
立
時

の
お
話
や
事
件
当
時
の
状
況
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
初
め
に
元
田
さ

ん
の
ア
ト
リ
エ
へ
。
奥
様
お
手
製
の
お

菓
子
で
お
も
て
な
し
を
受
け
、
対
馬
丸

慰
霊
碑
建
立
時
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

大
島
安
徳
さ
ん
の
ご
自
宅
で
は
、
大
島

さ
ん
に
よ
る
手
記
の
朗
読
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
齢
を
感
じ
さ
せ

な
い
し
っ
か
り
と
通
っ
た
声
に
驚
き
ま

し
た
。
集
落
で
初
め
て
生
存
者
が
発
見

さ
れ
た
日
の
こ
と
や
、
実
際
に
救
助
活

動
に
参
加
し
た
時
の
こ
と
等
、
細
か
く

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
慰
霊
碑
を

作
る
こ
と
は
自
分
自
身
の
義
務
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
大
島
さ
ん
。
慰
霊
碑
建

立
時
、
出
来
上
が
っ
た
碑
を
抱
き
な

が
ら
ひ
と
り
涙
を
流
し
た
と
い
い
ま

す
。
奄
美
大
島
か
ら
対
馬
丸
事
件
の
実

態
を
知
る
、
直
接
の
生
き
証
人
か
ら

お
話
を
聞
い
た
こ
と
で
、
一
層
身
の

引
き
締
ま
る
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
ご
協
力
頂
い
た
お
二
人
と
ご
家

族
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

上、大島さん（中央）と建立時の宇検区長
川渕さん（右）　　右、元田さん宅にて

上、奄美市教育委員会　下、龍郷町教育委員会

大和村教育委員会にて聞き取り
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犠牲者が漂着した船越（フノシ）海岸でお花や供物捧げる遺族

左上、生存者平良啓子さん 戦後初めて
父と奄美大島を訪問（1986 年）
上、平良啓子さん、新里八重子さんを
発見・救助した中原見附さんご夫妻

上、平良啓子さんと碇元章氏ご夫妻

右、平良啓子さん、父を
伴い救助された枝手久島
で感謝の祈りと犠牲者に
なった方々を供養する

（1986 年）

左、宇検村史編集委員の
聞き取り調査に協力する

上、当時診療所で手当てをした碇元
章世医師（左端）（1986 年）

上、生存者上原清さん奄美大
島慰霊の旅にて船越海岸で犠
牲者に祈りを捧げる（2015 年）

左、「沖縄タイムス」
（2015 年 8 月 8 日）

上、宇検村対馬丸慰霊之碑竣工・
除幕式（2017 年 3 月 19 日）

上、除幕式で主催者あいさつを
される元田信有村長

（2017 年 3 月 19 日）

左、奄美・沖縄交流拡大事業キッ
クオフイベントの帰途、對馬丸
慰霊之碑へ献花する翁長雄志沖
縄県知事（2017 年 11 月 26 日）
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令
和
3
年
12
月
、
愛
知
県
一
宮
市
の

子
供
た
ち
が
記
念
館
へ
見
学
に
訪
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
一
宮
市
と
那
覇
市
の
市

政
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
計
画
さ
れ

た
平
和
環
境
学
習
ツ
ア
ー
の
一
環
で
、

本
来
で
あ
れ
ば
、
8
月
22
日
に
合
わ
せ

沖
縄
を
訪
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
新

平
和
環
境
学
習
ツ
ア
ー
で
来
館

  
対
馬
丸
事
件
の
案
内
板
の
設
置
と

　
　
　 
寒
緋
桜
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た

令
和
3
年
10
月
14
日
、
愛
知
県
の
一
宮
市
内
の
公
園
に
寒
緋
桜
１

本
と
対
馬
丸
に
関
す
る
案
内
板
１
基
が
、
一
宮
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
様
よ
り
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
は
一
宮
市
の
市
制
施
行

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
那
覇
市
内
に
あ

る
小
桜
の
塔
は
、
愛
知
県
の
す
ず
し
ろ
子
供
会
に
よ
る
１
円
募
金

が
き
っ
か
け
と
な
り
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
案
内
版
に
は
、
対
馬
丸

事
件
や
小
桜
の
塔
の
概
要
等
、
一
宮
市
と
対
馬
丸
の
繋
が
り
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
寒
緋
桜
が
、
時
間
と
場
所
を
越
え
、

訪
れ
る
人
々
に
平
和
の
尊
さ
を
発
信
で
き
る
よ
う
な
場
所
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

愛知県一宮市：愛知県内陸部にあり、岐阜県と
の県境に位置しています。旧一宮市・旧尾西市・
旧木曽川町が合併し、平成 17 年 4 月 1 日に新「一
宮市」が誕生しました。繊維産業を基盤として
栄え、市北部から西部へと約 18 キロメートルに
わたって接する木曽川がはぐくんだ豊かな自然
溢れる街です。（人口約 38 万 1,000 人）

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け

延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
真
剣
な

眼
差
し
で
見
学
す
る
子
供
た
ち
。
館

内
見
学
後
、
小
桜
の
塔
も
参
拝
。
こ

の
学
習
ツ
ア
ー
で
過
ご
し
た
時
間
が
、

彼
ら
に
と
っ
て
特
別
な
も
の
に
な
っ

た
こ
と
を
願
い
ま
す
。

小桜の塔建立に所縁ある
    一宮市と交流いたしました
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小学校 1 年生〜 6 年生　体験見学大歓迎
活動日：土曜日　午前 9 時〜 10 時／英語遊び　午前 10 時〜 11 時 45 分／合唱

　英語遊びは、体を使って遊びながら英語の音に触れ、英語に一番大切な
コミュニケーション力を身につけています。
　合唱活動は、平和に関する曲を中心に練習し、対馬丸慰霊祭他多くの場
で平和の心を届けています。
　みんな学校も学年も違いますが、楽しく仲良く活動していますので、ぜ
ひ１度、体験にきて下さい。
　申込みはいつでも受付していますので、対馬丸記念館へお問合せ下さい。

図
画
・
作
文
・
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

那
覇
秀
作
展　

12
月
21
日
〜
1
月
23
日

つしま丸児童合唱団便り

　

対
馬
丸
児
童
合
唱
団
で
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、
講
師
の
先
生
や
父
母
の
方
々
の

ご
協
力
の
元
、
旭
丘
公
園
内
で
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
各
々
の

仮
装
に
扮
し
た
子
供
た
ち
。
お
菓
子

を
受
け
取
る
と
一
層
元
気
な
笑
顔
が

弾
け
ま
し
た
。
12
月
に
行
わ
れ
た
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
ツ
リ
ー

を
飾
り
つ
け
た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

歌
を
歌
っ
た
り
、
一
足
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
な
か
な
か
活
動
で
き

な
い
期
間
が
続
き
ま
し
た
が
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
、
少
し
で
も
楽
し
い

時
間
に
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
年
度
も
12
月
21
日
か
ら
１
月
23

日
ま
で
、
那
覇
秀
作
展
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

那
覇
秀
作
展
は
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス

社
主
催
全
琉
図
画
・
作
文
・
書
道
コ

ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
に

輝
い
た
、
那
覇
市
内
の
小
中
学
校
に

通
う
子
供
た
ち
の
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
図
画
・
絵
画
１
０
５
点
、

作
文
２
３
点
、
書
道
３
４
点
、
合
わ

せ
て
１
６
２
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
「
子
供
の

や
る
気
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
え
た
」、「
頑

張
っ
て
書
い
た
作
文
が
展
示
さ
れ
て

ハロウィンパーティー／ 10 月 30 日
クリスマスパーティー／ 12 月 11 日

い
て
嬉
し
い
」
等
の
声
も
聞
こ
え
、

ど
の
部
門
も
見
ご
た
え
の
あ
る
特
別

展
と
な
り
ま
し
た



（6）

ご
寄
附

（
敬
称
略
）

株
式
会
社
當
益
（
代
）
當
山
健
次
（
11

月
19
日
）

小
坂
井
真
砂
子
（
12
月
24
日
）

以
上
の
方
々
よ
り
大
口
寄
付
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
。

□
令
和
3
年
10
月
1
日
～
1
月
31
日

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

足
立
理
一
郎
、
安
谷
屋
守
松
・
睦
子
、

安
部
千
歳
世
、
新
垣
君
枝
、
新
垣
盛
進
、

飯
島
理
恵
、
伊
江
朝
芳
、
生
田
恵
子
、

伊
佐
成
子
、
伊
佐
実
千
代
、
石
川
正
次
、

石
川
由
紀
、
石
澤
正
夫
、
石
田
穣
一
、

石
田
哲
男
、
伊
志
嶺
米
美
、
伊
志
嶺
玲

子
、
伊
藤
嘉
章
、
糸
数
博
司
、
伊
波

純
、
伊
波
洋
正
、
上
野
和
子
、
上
原
淳
、

上
原
徹
、
上
間
勝
子
、
小
穴
い
づ
み
、

大
里
知
子
、
大
治
正
雄
、
大
城
純
市
、

大
槻
裕
治
、
大
畠
由
貴
、
大
山
日
出
男
、

沖
縄
友
の
会
・
宮
城
悦
子
、
奥
間
敬
子
、

小
禄
清
美
、
垣
内
富
貴
、
風
間
沢
登
、

片
桐
武
司
、
金
子
堅
二
、
兼
城
健
一
、

亀
井
和
夫
、
亀
田
厚
子
、
川
岸
祐
子
、

川
村
則
夫
、
喜
久
村
久
美
子
、
北
浦
眞

輝
、
金
城
邑
昌
、
金
城
光
也
、
具
志

川
朝
雄
、
具
志
川
喜
久
子
、
楠
本
文

郎
、
國
吉
尚
、
久
保
舎
己
、
久
保
光
子
、

幸
地
秀
子
、
後
藤
顕
治
、
後
藤
美
枝
子
、

古
波
蔵
信
泉
、
近
藤
習
子
、
斉
藤
宏
子
、

酒
居
安
佐
子
、
酒
井
俊
一
、
坂
上
彰
、

佐
久
本
ま
り
、
佐
々
弘
美
、
笹
谷
春
乃
、

重
田
辰
弥
、
島
袋
達
子
、
尚
軍
、
白

井
洸
子
、
新
見
治
・
輝
江
、
鈴
木
房
枝
、

瀬
長
亮
智
、
平
良
恵
美
子
、
平
良
啓
子
、

平
良
民
子
、
平
宏
明
、
平
良
美
智
子
、

来
館
・
視
察

□
10
月
20
日

岸
田
総
理
夫
人
記
念
館
及
び
小
桜
の
塔

視
察

□
10
月
23
日

鈴
木
貴
子
衆
議
院
議
員
来
館
及
び
小
桜

の
塔
視
察

イ
ベ
ン
ト

□
11
月
27
日

第
39
回
対
馬
丸
記
念
館

ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
講
座
「
島
の
恵
み

と
先
人
の
知
恵
～
島
野
菜
を
知
ろ
う

～
」

　

今
回
は
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
食
生

活
改
善
推
進
委
員
等
で
活
躍
さ
れ
る
長

崎
信
子
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
地
元
野
菜
の
美
味
し
い
食
べ
方
、

料
理
の
作
り
方
を
中
心
に
講
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
長
崎
さ
ん

や
若
狭
一
丁
目
自
治
会
長
の
岸
本
さ
ん

の
ご
厚
意
で
、
実
物
の
野
菜
や
果
物
を

使
っ
た
お
手
製
ジ
ュ
ー
ス
、
お
菓
子
を

提
供
し

て
い
た

だ
き
、　

味
覚
も

楽
し
い

講
座
と

な
り
ま

し
た
。

□
12
月
21
日
～
1
月
23
日

第
37
回
対
馬
丸
記
念
館
特
別
展

 

沖
繩
タ
イ
ム
ス
社
主
催
・
図
画
、
作
文
、

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
那
覇
秀
作
展

（
5
ペ
ー
ジ
に
記
事
、
写
真
掲
載
）

□
令
和
４
年
3
月
12
日

第
40
回
対
馬
丸
記
念
館

ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
講
座

「
沖
縄
の
訓
言
（
う
ち
な
ー
ぬ
ゆ
し

ぐ
ぅ
と
ぅ
）」

　

今
回
は
、
当
記
念
館
の
理
事
で
沖
縄

協
会
（
平
和
記
念
堂
）
在
職
中
に
、数
々

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
現
さ
れ
た
、

比
嘉
正
詔
氏
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

演
題
に
あ
る
よ
う
に
、琉
歌（
八
、八
、

八
、六
音
）
に
歌
わ
れ
た
沖
縄
口
（
う

ち
な
ー
ぐ
ち
）
の
言
葉
の
豊
か
さ
や
、

先
人
達
の
ウ

イ
ッ
ト
に
富

ん
だ
言
葉
使

い
の
軽
妙
さ

な
ど
、
忘
れ

て
は
い
け
な

い
、
琉
球
文

化
の
芳
醇
な

世
界
を
伝
え

ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

□
10
月
20
日

那
覇
市
内
小
中
学
校
平
和
担
当
者
研
修
会

　

今
年
も
那
覇
市
内
の
小
中
学
校
の
平

和
担
当
者
教
員
に
む
け
た
研
究
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
密
を
さ
け
る
た
め
、
館

内
施
設
や
周
辺
慰
霊
碑
の
見
学
、
記
念

館
学
芸
員
と
外
部
講
師
に
よ
る
講
話

を
、
グ
ル
ー
プ
と
時
間
帯
を
２
つ
に
分

け
て
行
い
ま
し
た
。
例
年
は
７
月
に
那

覇
市
内
小
中
学
校
の
初
任
者
研
修
会
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
受
け
今
年
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

□
11
月
11
日
～
13
日

奄
美
大
島
宇
検
村
へ
紙
芝
居
贈
呈
、
教

育
委
員
会
等
へ
の
表
敬
訪
問

（
1
〜
2
ペ
ー
ジ
に
記
事
、
写
真
掲
載
、

3
ペ
ー
ジ
に
交
流
関
連
写
真
掲
載
）

□
11
月
26
日

対
馬
丸
平
和
祈
念
事
業
協
議
会

　
内
閣
府
、
沖
縄
県
、
対
馬
丸
記
念
館

の
三
者
に
よ
り
来
館
促
進
を
議
題
に
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
本
会
議
一
回
の
み
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

□
12
月
12
日

小
桜
の
塔
煤
払
い

　

今
年
か
ら
初
め
て
年
末
の
煤
払
い
と

し
て
小
桜
の
塔
の
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。
記
念
館
職
員
を
は
じ
め
、
役
員
、

理
事
の
参
加
で
小
桜
の
塔
を
、
心
を
込

め
て
清
拭
い
た
し
ま
し
た
。
作
業
を
し

つ
つ
、
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
の
食
草
で
あ
る

ホ
ウ
ラ
イ
カ
ガ
ミ
を
確
認
し
た
り
、
小

桜
の
塔
を
囲
っ
て
い
た
草
を
伐
採
し
た

り
と
、
大
掃
除
に
な
り
ま
し
た
。
綺
麗

に
な
っ
た
塔

周
辺
は
明
る

く
な
り
、
気

持
ち
よ
く
新

年
を
迎
え
る

準
備
が
出
来

ま
し
た
。

□
令
和
４
年
1
月
26
日

令
和
三
年
度
特
別
展
運
営
委
員
会

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
初

め
て
の
試
み
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
、
次
年
度
の
特
別
展
に
つ
い
て
検

討
い
た
し
ま
し
た
。

高
里
千
穂
子
、
高
野
裕
、
高
嶺
し
げ
子
、

髙
嶺
る
み
子
、
髙
良
博
、
た
か
ら
歯

科
、
武
田
正
勝
、
田
島
正
廣
、
棚
原
盛

春
、種
市
雅
彦
、玉
城
博
江
、玉
城
優
江
、

田
村
芳
記
、
辻
誠
一
・
友
紀
子
、
ハ
ウ

ス
プ
ラ
ン
有
限
会
社
・
津
覇
剛
史
、
友

寄
泰
樹
、
長
崎
信
子
、
中
島
章
、
長
嶋

和
人
、
中
嶋
敏
夫
、
仲
順
幸
子
、
仲
田

清
一
郎
、
中
村
祐
一
、
中
山
功
枝
、
那

覇
青
少
年
舞
台
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
成
田
英

道
、
西
沢
洋
明
、
野
木
秀
子
、
花
岡
麗

華
、
羽
太
勝
子
、
比
嘉
常
夫
、
比
嘉
良

子
、
廣
瀬
重
之
、
本
間
美
知
子
、
前
田

敏
昭
、
前
田
正
宏
、
牧
志
功
子
、
真
志

取
京
、
又
吉
國
雄
、
又
吉
康
男
、
外
間

邦
子
、
又
吉
嘉
神
、
松
永
祥
子
、
水
谷

真
基
、
湊
崎
博
、
宮
城
宜
子
、
宮
城
都

志
子
、
室
屋
秀
憲
、
森
本
和
子
、
八
木

理
一
、
山
内
昌
幸
、
山
城
清
昌
、
山
田

美
登
里
、
吉
岡
奈
津
子
、
吉
田
創
、
吉

平
弘
一
、
立
正
佼
成
会
、
湧
川
秀
子
・

祐
一
、
和
田
み
ど
り
、
渡
邊
公
博
・
良
子
、

渡
辺
史
博
、
株
式
会
社
泉
設
計
・
當
間

卓　
以
上
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
頂
戴
い

た
し
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
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